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令和６年度 子ども・子育て会議（第４回） 会議概要 

会議の名称 令和６年度 子ども・子育て会議（第４回） 

開 催 日 時 令和７年１月２９日（水）13：30～14：30 

開 催 場 所 朝来市保健センター  

出 席 委 員 中家 知華、日神美 利幸、川見 晶子、岩野 智哉、清水 洋子、小林 俊光、 

伊藤 明子、松本 みゆき、笠垣 和幸、上田 敏子、片岡 安佐子 

欠 席 委 員 砂田 沙紀、藤田 貴久、田中 勉 

事 務 局 細井 香（こどもみらい部長）、神谷 芳彦（子育て支援課長） 

安田 雅子（子育て支援課長補佐）坂本 美里（子育て支援課長補佐） 

衣川 三香子（子育て支援課係長） 

夜久 隆亮（こども園課長）上垣 麻衣子（こども園課副課長） 

 

会議の経過、議題及び結果 

１ 開会        …事務局 

…委員 11名出席で朝来市子ども・子育て会議条例第６条第２項の規定により成立 

 

２ あいさつ      …小林会長 

 

３ 報告事項 

 

（１）照福こども園の利用定員の減員について 

…事務局より説明 

 

（２）パブリックコメントの結果について 

…事務局より資料１について説明 

 

（委員） 

パブリックコメントに関心を寄せていただきありがたいが、この２名が人数的に、果た

してパブリックなのか。パブリックリコメントを募集する際に工夫はされているとは思う

が、関心のある人の目につくようにし、より活発になればいい。 

今後は工夫していただいて、広くわかりやすくしてもらえればと思う。 

 

（事務局） 

パブリックコメントについては、意見が集まりにくいのが現状である。できるだけ多く

の方にご意見をいただけるよう、ホームページやケーブテレビの音声告知、Line 等でも今

回周知をした。 

市民が意見しやすいような環境を整えることについては、庁内でも共有したい。 
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４ 協議事項 

 

（１）計画案の確認について 

…事務局より資料２について説明 

 

（委員) 

36 ページの「外国人家庭等への支援の充実」だが、この内容は、今まではしていなかっ

たことをこれから新たにしていくということか。 

 

(事務局) 

子どもの多文化共生サポーターの派遣や多言語の相談員等、既に様々な支援活動をして

おり、新規ということではなく、今している事業も含めて継続していくということである。 

 

（委員) 

３年前にネパール人一家の入学に向けてのサポートをしたことがある。その時に市から

のお知らせが全て日本語で、日本語が分からないため、内容が理解できず大変であった。こ

こにある「地域でスムーズに生活ができるようにサポートする」というのはどの程度のこと

か。入学前の説明会には、県からの支援で、ネパール語のわかる方が来られたが、その日 1

日だけだった。普段の生活の中で、支援がどう行われるのか。 

今後も様々な仕事で外国人が市に来られるので、今までやってきたことにプラスされる

のか、今までしていたものをより充実して継続されていくのか知りたかった。 

 

(事務局) 

具体的な内容となると、事務局の方では分からない部分があるが、あくまで記載の内容

で判断すると、事業としてはあるが、それをどう運用していくのかというのは、課題である。

個人に寄り添って地域住民という形で暮らしていけるような環境を整備するということを

掲げている。教育の推進においても、多文化共生ということで様々な支援は必要だと思う。

計画では、目標において、主な取組みとそれに関する主な事業・活動について示している。

具体的な運用方法については、関係課とさらに検討する必要があると考えている。 

 

（委員) 

小学校では、教頭先生がネパール語に全て訳してくれ、私にも日本語の手紙を届けてく

れたため、それを見て 1年間支援をしていた。学校と連携して進めてもらえたら、ありがた

いと思う。 

 

（委員） 

37ページ「子どもの健やかな発育、発達への支援の充実」の主な事業活動に、「乳幼児・ 

学童の定期予防接種の実施」があるが、これは「学童」という言葉が正しいのか、「児童」

が適切なのか。 

また、放課後児童クラブ(学童クラブ)と記載してあるが、朝来市は放課後児童クラブと

言っているところがあるのか。全てが学童クラブで統一されているのか。 
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（事務局） 

「乳幼児、学童の定期予防接種の実施」については、学童という言葉を、法律の中で使っ

ている可能性もあるので、確認を取りたいと思う。 

学童クラブについては、放課後児童健全育成事業では「学童」としている。再度確認し、

整合性を取るようにする。 

 

（委員） 

用語解説が後ろにあるが、計画を読み進めていく中で、この言葉には解説がついている

ということが、後ろまでいかないとわからない。解説がある言葉については、例えば波線や

点線を入れるなど、この言葉は後ろに解説があるということがわかるようにした方がいい

のではないか。 

 

（事務局） 

検討させていただく。 

 

（２）答申案について 

…事務局より説明 

 

（３）その他 

    

 

５ 閉会        …事務局 

 

 

 

 


